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中医鍼灸は市民権を得たのか

中医鍼灸は市民権を
得たのか？
寄金 丈嗣
（六然社）

かつて，ちくま書房から『ツボに訊け』などという本を出しながらこんなことを
申し上げるのは憚られもするが，そもそも鍼灸そのものが「市民権」を得ていない
と思っているし，ただでさえ薄い層の鍼灸に流派概念を持ち込むこと自体が不合理
だと思っている。が，与えられたテーマから鑑みるに，たぶん以下のようなことを
想定して話を運んでほしいのだろう。
曰く，日本の鍼灸には，科学派，古典派，太極療法派，中医派，等々というモノ

があり，そして折衷派が存在する。
この中医派というのは，昭和末から平成にかけて台頭し，当初は「鍼ではなくて

バリだ」「衛生的でなくて痛い」（小川卓良氏談）等といわれていたが，学校（東京
衛生学園を嚆矢とする）教育のなかで取り入れられたこともあり，徐々に臨床でも
「弁証→配穴」を口にする人が多くなってきて，拡散・浸透しつつあるなか，本来
中国の土壌に根ざしたものであった中医学（？）が，四季のある島国であり比較的
多湿な気候や大陸人に比べて脆弱でストレスの多い日本人の体質に合った形でさま
ざま変容し，そろそろ古典派や科学派を凌駕する形で定着したかなあ，まだかなあ
……，みたいなところであろう。一時，中医派を自任する先生方から「日本人の体
質に合わせて鍼は細い番手に変えています」などという言葉を耳にしたが，本来，「因
人制宜・因地制宜・因時制宜」であるから，自慢するほどのことではないと思うし，
こうした流派のカテゴライズは先与概念の付与という形で行われてきたのでほとん
ど意味がない。つまり，志向性のない者まで恣意的に方向づけてしまうという弊害
が鍼灸界では起こってきたのである。
シンポジストの１人である岡田明三氏が会長を務める経絡治療学会からの依頼を

受けて『経絡治療』誌を４年余り編集製作していた経験からもいえることだが，鍼
灸界内部の人間が，内部を流派的に分けようとすればするほど，自己批判（自嘲の
精神？）は失われてしまい，あまつさえ，他者からの批判にも「馬の耳」になり，
建前の議論に陥りがちである。
はっきり言ってしまうと，こと，鍼灸に関する限り，治せる人と治せない人がい

要旨
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るのであり，治せる人にとっては，「理屈はどうでもいい」「治せた説明はどの流派
方式でも付けられる」のが実態ではないだろうか？　現実問題として，脊際の凝り
をきちんと解消するだけで，多くの不調は軽減するが，たとえば，手技では取りき
れない硬結などを鍼で狙っているだけの按摩バリ方式の臨床家に対して，あなたは
経絡治療ですか，中医鍼灸ですか，整形外科的鍼灸ですか，それとも「○○方式」
ですか？　などと質問したら，現実はどれでもないはずなのに格好つけてどこかに
○をつけてしまう。では，選んだそのものの正体はどういうものですか？　と問い
ただしてみたら，おそらく多くの方は説明責任を果たせないのではないだろうか。
質問する側も質問される側も未熟な現状で行われる先与概念の付与，これが鍼灸界
で起こってきた現実であろう。
……ということをふまえたうえで，では「中医鍼灸」とは何か，「日本鍼灸」と

は何か，というところからスタートすべき，あるいはそういったカテゴライズその
ものを払拭してしまうべきなのではないか，というのが当方のスタンスである。

キーワード：鍼灸流派，日中医学交流，先与概念，中医鍼灸，日本鍼灸

はじめに

はじめに結論と申しますか，私自身の考えを言っておきますと，鍼灸というの

は，できる人はできるし，できない人はできない……そういうものなのだろうと

思っています。医療現場でカンファレンスをしてみんなが同じように，同じよう

な平均のレベルで鍼灸をしようという考えも，気持ち的にはよく理解できるので

すけれども，本当に厳しい患者さんは鍼灸院などへはなかなかいらっしゃらない

のが現実でしょう。結局，治療行為としてリアリティをもって鍼灸をできる人と，

できない人がいるのであろうと思います。

今日，兵頭（明）先生がいらしているかどうかわかりませんが，私はじつは兵

頭チルドレンです。兵頭先生が後藤学園で，担任をもったことが一度だけあった

ようなのですが，そのときの学生でした。すでに時効だと思うので言いますが，

学生のときには（図１　右上の記事）「赤脚」というアジビラをつくったりした

こともありました。ここにいる先生は芹澤（勝助）先生ですね。この授業をやっ

たとき，非常に酒臭い授業だったので，「酒を飲んで授業をするような人が，こ

の業界のトップレベルにいる芹澤先生という人なんだ」というので非常に憤りを

覚えまして，壁新聞をつくりました。「中青同」というのは「中医学振興青年同盟」

の略ですが，半分以上ギャグというかパロディなのですけれど，私は 10 年ほど

前に『全日本鍼灸学会誌』のパロディ本をつくったりしていますから，やってい

ることは 30 年前と変わらないのですね。

まあそんなことはともかく，兵頭先生に出会って中医学に非常に傾倒しまし

た。私が資格を取ったのは昭和の時代ですが，それからだんだんと「いろいろ怪

しいな」ということが見えてきたのですね。それは日中双方についてです。

ここにある本（『中医伝日史略』）は，何仲涛先生が書かれたもので，確か

1993 年ぐらいに頂いた本です。中医学が入門だったし，中医学に対して非常に

思い入れのあった時期もありました。今も基本的には兵頭先生が「なんかやって

くれ」と言ったら「なんでもやろう」と思っています。そのぐらい兵頭チルドレ
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ンではあるのですね。でも，「じゃあ，今も中医学を，あるいは中医学で，やっ

ているの？」というと，「んん？」という感じなのです。

基本的に私のスタンスは常に「ニュートラルで行こう！」ということで（図
２），これはいつも見せるスライドですけれど，『買ってはいけない』を買ったら，

『「買ってはいけない」は買ってはいけない』を買う。こういう両極端を見ていこ

うという考えであります。

注目すべき本

出版人として本の話を続けますと，兵頭先生の『健康マニアは早死にする』と

いう有名な本がありまして（図３）。今，この本はあまり手に入らないと思うの

ですけれども，非常に面白い本です。健康本がいろいろとありますけれども，そ

のなかでも，この本は読んでおいた方がいいだろうと思います。

図３　注目すべき本

ところが，最近，兵頭先生が監修になっているこういう本『鍼療法図鑑』（図３）

があって，先ほど岡田先生がいみじくもおっしゃいましたけれども，耳の鍼の本

なのですね。耳の鍼の本で，兵頭先生が中医の立場から監修されています。耳鍼

は中医学ではありませんから，岡田先生はこの辺を突っ込み所にされたいのだろ

うと思うのですね。

図１　演者の出発点と現状での立ち位置 図２　ニュートラルで行こう！



18　日本中医学会雑誌　Vol.7 No.1　2017

第６回日本中医学会学術総会学会講演学会講演

岡田先生は「日本鍼灸」とおっしゃいましたけれど，柳谷素霊先生が亡くなっ

たのは，今の僕の歳と同じ 53 歳です。「53 歳で亡くなった柳谷素霊が始めたも

のを伝統鍼灸と言っていいのでしょうか？　たかだか 60 年のもので」という思

いがあるなかで，「日本鍼術」とはっきり言っている町田栄治さんという人がい

ます（図３『日本鍼術に生きて』）。この方は石坂流を標榜する人で，実際には石

坂流の傍系なのですけれど，この方は日本鍼灸・鍼術と言っていますが，石坂流

は和蘭折衷ですから，完全な日本鍼灸とは言えませんね。

『中国腹診』（図３）とか，承淡安のお嬢さんが関係している本（図３『傷寒論

科学化新註』）とか，承淡安の関係した本とかいろいろ語っておきたい本はあり

ますが，この『針灸』（図３）という本も浅川要先生が 1975 年に出された本だっ

たと思いますけれども，たぶん単独で浅川先生の名前が出ている最初の本ではな

いかと思います。

『中国科学の流れ』（図３）は山田慶児先生の本ですが，このなかに中国の鍼灸

についてかなり書かれているのですけれども，案外この本は，みなさんあまり読

まれていないようです。

こういう本のことを説明し始めると時間がかかってしますので，これくらいに

しておきますが，これは民国 12 年ですから，今からだいたい 95 年ぐらい前に廈

門を中心に中国で出されている教科書的なものだと思います。これも教科書的に

使われた中国での本で，承淡安がからんでいるものがいくつかあります。それか

らこのなかに試験に関係するような記述があるものがいくつかあるので，このぐ

らいのことを普通の学生が勉強していたという証拠ですね。

日本鍼灸と中国鍼灸

１．日本鍼灸
「和方鍼灸」（図４）というのは，「現代の中医学の成り立ちもなんだかよくわ

からないから，日本のものをちょっと勉強してみよう」「日本にちゃんとしたも

のはなかったの？」ということを考えてみました。長野仁先生と和方鍼灸をテー

マにしたイベントを，＜多賀大社でフォーラム＞と称して５年ぐらいやったこと

もあるのです。これは，別に「和方鍼灸」というものがあると思ってやっている

わけではなくて，「そういうものはなかったの？」「日本には伝統的な鍼灸という

図４　「和方鍼灸」を通じて見えてきたもの
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ものはなかったの？」「中国から渡ってきてそれから何をやっていたの？」とい

うことを調べてみたりすることから始まっています。現状は文献的には，オリエ

ント出版社の蔵書を始め，さまざまありますけれども，「じゃあ，現在の日本に

伝統鍼灸があるか」というと，ないのですね。まったくないのです。

それで流儀書を頼りに見ていくと，現代医学的解釈でも中医学的立場でもない

「和方」の残像みたいなものは存在します。ただし，あくまでも残像です。そう

いうものしかない。

実際には，日本にも伝統的なものはなくて，いま「伝統」と称していても，み

んな個人がつくったものなのですね。今，みなさんがいろんな会，たとえば，積

聚治療というものがございますけれども，あれも「お腹を触れば背中が変わる」

という，身体にとってごくごく当たり前のことを提唱して一流派を標榜している

ようですが，それを，教育の現場で学校として立ち上げてしまったということで，

ビジネスモデルとしてはすばらしいと思うのですけれども，身体の反応としては，

当たり前といえば当たり前のことです。

そんな当たり前のことで「なぜ会派，流派をつくるのであろう」というのが，

客観的にみていて感じてしまうのですね。鍼灸の世界はそういうことがとても多

いのです。

鍼灸師というのは，経絡とか経穴という「実体のないもので商売をしていいよ」

と，国からお墨付きをもらった珍しい職業なので，まあ，それはそれでいいかと

思うのですけれども。

和方の残影みたいなものの中に，多賀法印流というものがあります。「邪正一

如」という言葉が残っていますけれども，「日本の鍼灸は今の中医鍼灸と一番根

本的な違いってなんなんだろう」ということを考えてみたときに，非常に参考に

なる言葉だと思います（図５）。

図５　中国鍼灸と日本鍼灸の違い

中国鍼灸というは邪の存在があって外邪を取り除く，要するに正気を助けて外

邪を取り除く（「扶正去邪」）。日本の鍼灸は，「体の中の働きそのものに邪も正も

ない」というような考え。要するに，「邪正一如」。これが和の精神みたいなもの

につながるのだろうと思うのですけれども，そういう世界観をいちおう志向して

いるということです。

日本の鍼灸は，携帯と一緒でガラパゴス化。実際それぞれの人が何をやってい

るかというと，みんな違うことをやっていますよね。同じようなことをやってい
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ると言いつつ，違う人が違う体に違う鍼を刺すわけですから，当たり前といえば

いえますが。

一見すると同じようなことをやっているように見えるとしても，たとえば，あ

る中国式鍼灸法で多店舗展開している先生がいて，その先生のところでは，みん

なが師匠と同じようにやるのですけれども，そのトップの先生だけが効くという

ようなことが現象として起きるのです。これが何に由来するのかというのは，僕

は肉体に由来するのだろうと思うのですけれども，基本的には「一人一派」になっ

てしまっている。

結局，団体をつくってそのなかの人はトップの先生に気に入られようとか，い

ろいろみんな自助努力されているのですけれども，自分で勉強はしなくなるので

すね。結局，自分で勉強しなくなって，その団体のやり方を踏襲すればなんとか

うまく食っていける。それで食っていけるようになったら，それ以上勉強しな

いというようなことがよくあって，「食える人は食える，食えない人は食えない」

というような結果だけが残るわけです。

先ほど岡田先生がおっしゃった『医道の日本』の座談会をまとめた本，あれは

非常にいい本ですが，あれを読むと，昔の先生のなかにも「これ，間違いだろう」

というようなことを平気でしゃべったりしている人たちが，会派をつくって立派

にやってきていたりします。あの時代は資料的に不備があったこともあり，勉強

できなかったというのもあるのでしょう。だけど，それを修正しないでそのまま

それが既成事実として成り立ってしまっているようにしか見えないところがたく

さんあるのですね。また，『医道の日本』という雑誌の性格上しょうがないので

すけれど，情報が関東に偏っています。

たとえば『昭和鍼灸の歳月』という本を読んでほしいのですが，あれは「昭和

鍼灸のごく一部の歳月であって，全部の歳月ではない」ということを念頭に置い

て読まないと，たとえば関西や九州の情報が失われたままになります。漢方もそ

うだろうと思うのですけれども，基本的に鍼灸は西高東低です。ですから，関東

の情報をいくら拾っていっても，貴重な情報はあまり出てこないです。これは文

献的にもわかっていることで，古本屋などを探してみると，関西の方が資料が充

実していますし，関東よりもみんなが勉強していた気配が濃厚です。

鍼灸業界に対する批判的なことは，別に僕が今，言い始めているわけではなく

て，これもいつも僕が紹介する本なのですけれども，鍼灸師でしたら，マーガレッ

ト・ロックという人の『都市文化と東洋医学』はぜひ読むべきです。これは 26

年前の本ですけれども，「鍼灸師は社会学的には，こういうふうにフィールドワー

クされたのだ」というようなことがいろいろと書いてありますが，この本のなか

で指摘されたさまざまな問題点は今でもあまり変わっていないと思います。

鍼灸，打ち方はいろいろスタイルがあるのですけれども，よくアンケートとか

されますよね，「あなたはどういうスタイルですか？」とか（図６）。

こういうのは「先与概念の付与」という言い方をすると思うのですけれども，

なんとか療法とか，あなたは中医学でやっていますか？　というような話をし

て，「僕，中医学でやっています」「太極療法です」「経絡治療です」……と。でも，

経絡治療というのが，シンプルにいうと，四陰経の虚を見つけてそれを補えばい

い，要するに四陰経のなかから虚している経絡を見つけてそれを補えばいいのだ

というようなことでしたら，別に無理して脈診しなくてもいいし，六部をみなく
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ても四部をみればいい。要するに腎に実がなく，心に虚がないのでしたら，なん

で六部をみる必要があるのだろうとかいろいろ思うところはあるのですが，現実

には，同じ「経絡治療」といっても，いろいろあるのですね。

２．中国鍼灸
また，東洋医学のステレオタイプな考え方での優位性として，「全身調整」と

か，「病気でなく病人をみる」とか，「西洋医学は分析的だが東洋医学は全体をみ

る」とか当たり前のように思われていますけれども，これらは東洋医学が言い始

めたことではありません。そもそも「東洋医学」という用語も問題あるのですが，

それは置いておいて，日本で東洋医学をやっている人は，これらの優位点を東洋

医学の金科玉条のように思っている人がいるのですけれど，これらは全部フラン

ス哲学からかっぱらってきたものです。

中国では「くまモン」の偽もんも出てきたみたいですけど，なんでパクっちゃ

うんでしょうかね。

たとえば，ポール・ノジェですね。ノジェさんが耳鍼を始めたのですよ。足の

反射療法も基本的にはドイツですよね，リフレクソロジー。リフレクソロジーを

日本にはじめて持ち込んだのは，確か，加瀬建造先生だったと思いますけれど，

いま耳鍼も足揉みも世間的には東洋医学の範疇になっちゃっていたりします。

不思議なのは「なんで中国にはなんでも昔からあったことになってしまうの

か」ということです。

現在，ほとんどの鍼灸学校で「安いから」という理由で中国の鍼を使っていま

すけれど，鍼管とか普通につくっちゃって，いつの間にか鍼管が当たり前のよう

に使われていますし，それも本来，プラスチックの鍼管を使う時点で僕は「鍼灸

は伝統を失ったな」と思うのです。なぜかといえば，管鍼術と打鍼術というのは，

本来，密接な関係があって，打鍼で槌を使う代わりに管を使う。それが本来，杉

山流の鍼管の使い方です。ですから，鍼管の重さを使ったいろんな技法がたくさ

んあるから，管鍼術はいわば，プチ打鍼みたいなもので，鍼管術と打鍼術という

ものの関係性をぶった切ってしまって鍼管を単に痛くなくするためだけに使うみ

たいなふうになってしまって，プラスチックになってしまった時点で，もう伝統

というものはまったくそこに欠け落ちてしまっているのです。不思議なことだと

思うのですが，鍼灸界ではそういうことはあまり問題にされないですね。

図６　鍼灸社会学!?　打ち方スタイル色々あるが…
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それから，最近の話題でもう１つ不思議なのは「刺絡」。最近，中国の鍼灸学

界のなかで「刺絡」という言葉が普通に使われていますが，昔は「刺絡」とは

言わなかったはずです。「刺絡」は，たぶん日本の造語のはずなのですけれども。

中国では「刺血」「救血」「絡刺」と言っていたものが，いつの間にか「刺絡」に

変わっている。こういうことが，中国ではけっこう多いのですよね。

「老中医の血脈はいったいどうなっちゃうのだろうか？」とか，「なぜ腕のいい

老中医はみな武術兼修しているのだろうか？」とか，「国家標準とか ISO とかい

ろいろとつくってそれを世界戦略として打ち立てている割には，なんで各臨床家

のやることは皆まちまちなんだろうか？」とか，個人主義の国ですから当たり前

といえば当たり前なのです。国家基準に縛られるのは日本人だけのような気がす

るのですけど。

中医学を学ぶうえで誤解しやすい点

中医学という完成された教科書で勉強してしまうと，あたかもそこにすばらし

い体系がすでにドンとあるように思うのですが，いろんな概念というのは歴史的

に最初からあったわけではなくて，だんだん時代によってできてくるわけですよ

（図７）。そういうことを最初は全然わからなかったので，僕も習いたての頃は

「弁証論治」というような言葉に，非常に魅力を感じていましたが，よく考えて

みると，弁証論治といっても，それは論治であって，治療ができる人しか論はで

きないはずなのです。

理屈を積み重ねて理・法・方・穴・術，最終的に鍼を刺せば病気が治る……，

現実は，そんな甘っちょろいものじゃないでしょ？　長い時代の変遷を経て，実

際に弁証とか，病因病機とか，いろんなことがあって，それがいったい，いつ，

どうなって，どういう形で生まれてきたのか，みたいなことを考えてみると，い

ろんな概念というのは，時代，時代に生まれてきていて。まあ，これを説明して

いくと長いので，とりあえず止めます。

これ（図８）は，薬の話などもかかわってくるのですけれども，六淫の概念

とか，そういうのがいろいろあって，突き詰めていくと，かなり怪しげなんです

よ（図９）。たとえば，よく陰虚と言うのですけれど，張錫純はアスピリンを中

医学的に使うという，面白い，優れたことをやっていて，「いろんな概念をよく

図７　中国医学を学ぶ上で誤解しやすい点① 図８　中国医学を学ぶ上で誤解しやすい点②
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消化して使っているんだな」というのはわかるのですけれど，実際に中国，特に

中医鍼灸みたいなことをやっている人たちが「本当にその概念をわかってやって

いるのかなあ」と思うと，「どうも怪しいな」と疑問に思うことがたくさんある

わけです（図 10）。陰分とか，腎陰とか，これは説明しなくてもいいでしょう。

『内経』時代の陽病 発汗，陰病吐下みたいな考え方が時代によって変化してき

たように，現代中医学のいう「陰虚」は，本来『内経』のもっていた，「三陰の虚」

だけでなく「熱虚」＆「燥邪」＆「三陽の熱虚」「三陽の燥邪」も同時に含むこ

とを「陰虚」と呼ばる場合もあるわけです。それ故，湯液と鍼灸経絡理論の整合

性にも大きな矛盾をはらんでしまっているにもかからず，あたかもわかったよう

な顔をしている人が結構います。たとえば，もし，その人の言っている「陰」が

「陰液」のことなら，「陰液の虚」は「燥（津液不足）」のことなので，「腎経」＆「腎

水」ともに「燥」なる可能性があるから，どちらを指しているのかわかりません

し，「腎の陰虚」と腎と陰虚を区切った場合，陰虚にはスライドにあるように「陰

液の虚」「陰分の虚」「陰気の虚」があって何のことやらさっぱりわからなくなり

ます。結局，ケースバイケースで前後の脈絡をよく読んで判断するか，一知半解

のまま適当にやっているかのどちらかなのが現実でしょう。

日本鍼灸と中国鍼灸雑話

どういう話題になるかわからなかったので，このスライド（図 11）も入れて

きました。実際には，経絡治療以前にも，寒熱ということをちゃんと考えて鍼灸

をしていた八木下勝之助という人がいます。

都市伝説的には，八木下勝之助が壇上に上がって「経絡のエネルギーを補瀉す

るだけである」と叫んで下りたことになっていますが，実際にはセミナーでどう

いう会話があって，どういうことをしていたかということはちゃんと残っていま

すし，経絡治療の先生のなかには，適当に特効穴治療をしていた人たちに対して

自分たちが「経絡と補寫に基づく治療体系」を提唱したんだ，みたいなことをおっ

しゃる人もいるのですが，『鍼灸抜粋』という江戸期の本（図12）のなかにも，「補

瀉を考えて鍼をしろ」とちゃんと書いてあるのですね。

鍼灸は今，低迷しています。全然，流行っていないです。昔の方がすごく流行っ

ていましたというような例はたくさん挙げられますし，現状認識も間違っている

図９　中国医学を学ぶ上で誤解し やすい点③ 図10　中国医学を学ぶ上で誤解しやすい点④
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ことがたくさんあります。たとえば，柳谷素霊はけっして古典の雄ではなくて，

科学派の人ですね（図 13）。

この辺（図 14）は，真柳誠先生の研究をぜひ読んでください。原典に当たっ

て真柳先生の研究を読むしかありません。真柳先生を知らない人がいたら，これ

は日中の医学交流としてまったく門外漢と言っていいでしょう。かつて全日本鍼

灸学会の学術部長だった人が真柳誠先生を知らなかったので，僕はずっこけたこ

とがあるのですけれど，真柳先生の研究はぜひ読んでおくべきだと思います。要

するに，文献的なことをいうと，日本鍼灸と中医鍼灸をそれぞれ対比させて「どっ

ちがどうだ，こうだ」ということは無意味であろうと思います。

代田文誌さんは日本鍼灸医学会の再建のため「科学的な鍼灸じゃないと駄目

だ」というようなことを一所懸命に言ったのですけれども（図 15・16），「なん

で経験実証主義じゃいけないのでしょうかね」というふうに私は思っています。

これ（図17）もですね，飯島渉先生の『感染症の中国史』という本があります。

これも日中の医学交流を語るときには欠かせない話なので，この本も読んでくだ

さい。

もう１つ言っておきたいのは（図 18），中医の発展というのは，非常に政治的

な問題だったのでは？　という話です。先ほど，岡田先生も「天安門事件以降，

政治的な問題で中国に行かなくなった」とおっしゃいましたけれども，古井喜実

さんが実際にそれをはっきり言ったのですが，要するに「中国は国策として太極

図13　「科学信奉者」柳谷素霊 図14　日本鍼灸と中医鍼灸とを対比させる無意味さ

図11　『帝国鍼灸医報』に見る戦前の鍼灸 図12　『鍼灸抜粋』にみる捻鍼マニュアル
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拳と中医学の奨励をやっていて，これは無から有を産み出す，資本をかけずに外

貨を稼ぐ適切な方法であるというようなことを，国家戦略としてやっている」と

いうことでした。

結論

結論ですが（図 19），「結論はありません」という話で。「鍼灸は何を指標に行

われているか」ということが，１つ問題だと思うのですね。経絡とか経穴という

のをいじっていると言いますけれども，実力のある鍼灸師は，体の反応を絶対に

見ていて，その体の反応，たとえば，腰痛１つでも冷えからきた腰痛だったら腓

腹筋の奥辺りに特殊な硬結があって，それをうまく解けば治るとか，それは寒が

入った腰痛だからそうなのかという場合もあるし，そうではない場合は違うとこ

ろを使うとか，肝鬱からきている首の痛みの場合は中封は使えるけれど，そうで

はない場合はまた別な場所を使うとかいう話がいろいろとあるのですけれども，

基本的にはある場所に反応があるかどうかということを重んじています。その反

応が変わるかどうか，変えられたかどうかというようなことが，臨床的には非常

に大きな力になっているように思えるのです。

そうすると，治せる人というのは，どんな理屈でも後から付けられるのですよ

ね。弁証論治的に経絡や経穴を用いてでも，解剖学的にでもどちらでも説明する

ことはできますけれども，実際にそれは，治療ができる人が説明できるわけで

図17　もう一つの日中文化交流①

図15　日本鍼灸医学会が定めた鍼灸の性格

図18　もう一つの日中文化交流②

図16　代田文誌の提唱した鍼灸医学の新方向
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あって，できない人は説明できないですよ。ですので，こういう言い方をすると

非常に問題があるのですけれども，鍼灸というのは，「できる人にしかできない

のではないか」と。できる人は，どういう流派で，どういう説明をしても，結局

できてしまうので，理屈と鼻クソはどこにでも付くというそういう結論になって

しまうのですが。

ですので，私は流派概念にこだわること自体が，こと鍼灸に関しては間違いだ

と思っています。以上です。

図19　結論！を求めず歩き続けよう


